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した瞑想によりイメージするという手法は、キリスト教の修行書だけでなく文学（死や劇）にも、
またエンブレムにも適応されていったと考えられる。クォールズのエンブレムも、図のほぼすべ
てに聖書の一部がモットーとして付けられており、それによりエンブレムを見る個人の心にイ
メージができ、瞑想できるように工夫されている。クォールズには「炎の消えたろうそく」など、
罪と死を扱ったものが多いが、これはまさに当時の「死を思え」(Memento mori)の銘句と重なっ
てくる。
　最後に、エンブレムが当時の文学（詩や劇）の中に取り込まれた例を付け加えておきたい。こ
れは何らかのエンブレムを詩や劇の中で見せるという直接的な手段ではないが、劇中のある場
面・言葉がまさに宗教的なエンブレムを彷彿とさせるものが現れることがある。一例として、
先のクォールズのロウソクの消えるエンブレムの内容を、シェイクスピアの『マクベス』の
'Tomorrowスピーチ 'は語っていると考えられる。自分の命運がもう尽きてきていることを自覚
したマクベスは次のように語る。「消えろ、消えろ、つかの間のともしび、人生は歩く影法師、
哀れな役者だ」（5幕 5場）。エンブレムを彷彿とさせる記述はシェイクスピアの他の劇、例えば『ハ
ムレット』等にも見られ、この時代の図像と言葉との密接な結びつきがことさらイギリスでは強
かったことが伺える。
